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特別損失の計上及び業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 24 年３月期において、固定資産の減損損失による特別損失を計上するとともに、平成 24 年２月７日に公表

しました平成 24 年３月期連結業績予想と、本日公表の平成 24 年３月期決算に差異が生じましたので、下記のとお

りお知らせします。 

 

記 

                     
１．特別損失の計上 

 液晶テレビの世界的な販売不振の影響により、大型液晶パネルの市場環境が悪化しております。 
当社においても市況悪化の影響により、堺工場の大型カラーフィルタ（Ｇ１０サイズ）用製造設備は、充足

状況が悪化し生産調整を余儀なくされるとともに販売価格が下落するなど、収益性が低下しております。 
このような状況を受けて、堺工場の製造設備などについて回収可能額を算定した結果、平成 24 年３月期に

減損損失として特別損失 137 億円を計上いたします。 

 

２．業績予想との差異 

（１）平成 24 年３月期通期連結業績予想数値との差異（平成 23 年４月 1日～平成 24 年３月 31 日） 

   （単位：百万円、％）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,510,000 31,500 29,000 6,000 9.33 

今回実績（Ｂ） 1,510,414 31,555 30,850 3,068 4.77 

増減額（Ｂ－Ａ） 414 55 1,850 △2,932 － 

増減率（％） 0.0 0.2 6.4 △48.9 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 23 年３月期） 

1,556,457 45,008 44,522 12,153 18.89 

 

（２）差異の理由 

通期の業績については、上述の減損損失を計上したことなどにより、平成 24 年２月７日に公表しました業

績予想に対して当期純利益が 29 億円下回りました。 

 

 
以  上 

 


